
考rl.i\.\のうえ決定されている。

2 寝台料金の極類

(1) 列車寝台料金(通行税を含む)

ア. 2 等製台 上段 中段

A室 2，160円/

B室 1 ，680 / 

C室 1 ， 200 / 

イ 3 等寝台 720 840 

(2) 汽船寝台料金(通行税を含む)

2 等(青森 ・ 函館間航路)

上段 下段

A室 720 円 840 円

B 室 480 円 600 門

3 寝台料金の決定

下段

2，760 円

2,160 

1,560 

960 

寝台料金は悶有鉄道運賃法 (11百和 23 年法律第 112 号)の規定

により ，国鉄が五J!輸大臣の認可を得て定める。

4 j並行税

2 等および 3 等の寝台料金には，列車，汽船共通行税法(Ill:l荊1

15 年，法律第 43 号)の規定により国鉄運賃法第 6 条によ って

定めた綴の 2"刊に相当する通行税が線せられている。

(平林喜三造)

しんてつど う し ょ うか 新鉄道唱歌 H召和 3 年に欽道省 ・ 東

京日日新聞 ・ 大阪毎日新聞が共同して懸賞募集した唱歌。 L汽

笛一戸新橋を1 に始まる 新鉄道唱歌

鉄道唱歌は， あまねく歌 J・ 鮒融じ
d ( ~ ・ ・ ，). ‘ '‘"ヲE作.. '

われて鉄道知識のtF及，

地理教育の資料として貢 a ゐ らたに " -ニ ‘ " " h ょの

献するところ多か っ た・ い う b の 古てる み^ '" 1:' ら"
，{鍾 《 】 L

が，この唱歌は鉄道延長

3，000 マ イルl時代のもの :二JYJ} ひぴ( - ): . うじようの

であり ， 鉄道は 10，000"< ~ 
ま ーつのみ r ，にニピゑ ι て

イノレに延び，線名 ・ 駅名そ

の他交通事情が甚しく変ったので， 新たな交通約勢に適応した

新欽i益唱歌の作詞 ・ 作曲をも くろんだもの。応募総数 2，961 編。

(1) 東海道 (2) 山陽 (3) 九州 (4) 東北 ・ 常磐 (5) 高

崎 ・ 信越 ・ 中央 (6) 北陸・ 信越 ・ 奥羽 (7) 山陰削除l 凶

(9) 四国 (旧) 北海道の 10 線に分れて当選歌詞が発表され(昭

和 3 ・ 6) ， 作 Illlは翌 4 ・ 3 当選発表があった。

歌詞東海滋線( G2意中の第 1:41:) 
新たに

H昭百和の春の l朝初加』ぼ王らけ

汽113はひびく 宮城の

;jtAのみどりに こだまして {岡部蔵造)

しんにぬし 莫荷主 鉄道による物品迎送をする滋合または鉄

道から巡送品の引取りをする場合に鉄道との聞に自ら連送契約

の当事者や号 |取りの当事者とならないで，これを通運業者に委

託する場合における委託者を，鉄道が荷主または貸主と区別し

て使用する用訟である。

鉄道巡送契約に関係ある者は契約の当事者となる荷送人と，

巡送品を受取る立幼にある荷受人と ， 貨物引換言iEを発行した場

合の貨物引換誌の所持人とであって ， それらの者が述送契約上

の権利を行使し，義務を負う者で，これらの者は一般に荷主ま

たは貸主と称せられている。 illi巡業者に委託して物品の鉄道五J!

送をする場合，または鉄道から品物の引取りをする場合におい

ては，引越荷物等について委託者の名をもって託送または引取

りをなす場合を除き ， 返還業者が玉E送契約の当事者すなわち荷

しんぶんし・

主または貸主となるので， その場合における通巡業者への委託

者を荷主またはt~主主区別して其荷主というのである。

真荷主は哀荷送人である場合と其荷受人である場合とがあり ，

おおむね物品の所有権者ーである場合が多いが，必ずしも所有権

者であることを必要としない。工E荷主なる用語は運送品が着駅

に到着し荷さばきを有利ならしめるために， 通運業者の作製す

る手板または入荷記に使用されるほか，運送品に事故が発生し

た場合における損害賠償請求岱等に記載し，損害賠償許j求権の

存在を 1Jfl隙なら しめるために使用されている。(小林倉雄 ・ 震森

直樹)

しんぶんしとざ っ しのが っ そう 新聞紙と雑誌の合装

特別扱新11H紙 ・ 同雑誌を託送するときは， 同ーの荷送人が託

送する場合でも新聞紙と雑誌とでは適用運賃および巡送プ''jì去が

異なるので，新聞紙と雑誌とは別個の荷造りで託送させるのが

原則であるが，荷送人の便宜を考慮して， っき'のように新聞紙

と雑誌を同一梱包(こんぼう)内に合3毒することを条件付きで認

めている。

1 新11f1紙と雑誌との合主主

新聞紙の中へ雑誌を混入して合裟し，これを新聞紙として認

める場合は，運賃を述脱(ほだっ)されるおそれがあるので，つ

ぎのような条件付きでこれを認めている。

川鉄道管理局長の承認を受けること。

(2) 混入する雑誌は， 週刊誌または旬 刊誌にかぎること。

(3) 1 つの梱包に混入する雑誌の抵は 0.6kg 以内とすること。

(4) 新 11[1紙の重量に雑誌の重量:を l つの栂包について 2kg

として加J):し，これによ って運賃を支払うこと。

2 雑誌と新聞紙との合装

雑誌の中へ新聞紙を混入して合装し，これを雑誌と して取扱

うことは， 五I!賃計算上はむしろ国鉄として有利であるので， べ

つに条件を付けないで認めている。(金国政吉)

しんぶんし・ざっしのとく べつあっかい 新聞紙・雑誌の

特別扱

l 特別扱の必要

新聞紙および雑誌は， 現代の国民生活においては不可欠の存

在であり ，これを低廉な運賃て'迅速に運送し， その公共的使命

をま っ とうさせるためには，五E賃 ・ 五E送方法等について他の荷

物と異なった特別の取扱をする必要がある。このため明治時代

から新聞紙および雑誌については， 特別な取扱方法を談じて今

日に至っているので為る。

2 特別扱の内容

新聞紙・雑誌といっても邸々雑多な極別があり ， すべての新

聞紙 ・ 雑誌について無条件に特別な取扱をすることはできない

ので， 特別な取扱をするに適絡なものについて，発行人からの

申請によりつぎに述べる特別扱の承認を行い， さらに特別扱運

送の契約を締結した場合にかぎって，初めてつぎのような特別

な取扱を行うのであり，この特別な取扱を受ける新聞紙・雑誌

を特別扱新聞紙 ・ 同雑誌と称している。

(1) 迩貨については，巡送距荷量の遠近にかかわらず，霊設の

みによ っ て昔j.J):される低師匠な特別扱新聞紙 ・ 同雑誌運賃が適用

される。

(2) 述~は 1 箇月分を取りまとめて後払の取扱をする。

(3) 託送または引渡し等に関しては， 簡便な方法がと られて

L 、る。

(4) 宣Ii送については， 計閥的な巡送方法がとられている。

(5) 現品が不着の場合に託送される代品については， 無賃で

遼送する。

一- 861 一一




